
  

【
作
者
】
増
田
岳
陽
（
一
八
二
五
～
一
八
九
九
年
）
（
文
政
八
年
～
明
治
三
十
二
年
）
・ 

江
戸
時
代
末
期
・
明
治
期
の
武
士
。
家
老
。
史
学
、
武
道
に
優
れ
、
藩
校
日
知
館
の
教
授
を
経
て
家
老
と
な

る
。
廃
藩
後
、
高
等
師
範
学
校
教
授
。 

 

【備
考
】武
田
信
玄
（
一
五
二
一
～
一
五
七
三
年
。
甲
斐
（
山
梨
県
）
を
中
心
に
勢
力
を
持
っ
た
戦
国
大
名
。
諱
（
名
乗
）
は
晴
信
。
信
玄
は
出
家
後
の
法
名
。
甲
斐
の
守
護
大
名
武
田
信
虎
の
嫡
子
と

し
て
生
ま
れ
、
一
五
四
一
年
に
は
家
臣
団
に
擁
立
さ
れ
て
父
信
虎
を
隣
国
駿
河
へ
追
放
し
武
田
家
当
主
と
な
る
。
駿
河
の
今
川
氏
・
相
模
の
北
条
氏
と
「
甲
相
駿
三
国
同
盟
」
を
結
ん
で

信
濃
へ
進
出
し
、
信
濃
の
豪
族
か
ら
の
救
援
要
請
に
応
じ
た
越
後
の
長
尾
景
虎
（
上
杉
謙
信
）
と
の
間
で
五
度
に
わ
た
る
川
中
島
の
戦
い
を
繰
り
広
げ
た
。 

一
五
六
八
年
に
は
桶
狭
間
の

敗
北
以
降
衰
退
し
て
い
た
今
川
氏
と
の
同
盟
を
破
棄
し
て
駿
河
へ
侵
攻
し
、
同
時
に
遠
江
へ
侵
攻
し
た
徳
川
家
康
と
今
川
領
を
分
割
し
た
。
信
玄
の
領
土
は
甲
斐
を
中
心
に
信
濃
の
大

部
分
、
駿
河
、
西
上
野
、
遠
江
・
三
河
・
飛
騨
・
越
中
の
一
部
ま
で
広
が
っ
た
。
一
五
七
二
年
に
は
、
織
田
信
長
と
対
立
し
た
将
軍
足
利
義
昭
の
信
長
討
伐
の
求
め
に
応
じ
て
西
上
作
戦
を

決
行
、
一
五
七
二
年
一
月
）
に
は
三
方
ヶ
原
で
徳
川
家
康
軍
に
圧
勝
し
、
さ
ら
に
東
三
河
の
野
田
城
を
落
と
し
た
も
の
の
、
持
病
の
悪
化
に
よ
り
陣
中
で
亡
く
な
っ
た
。 


